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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■初の 39000 円台まで上昇 

 先週の日経平均は週間で611.44円高(＋1.59％)の39098.68

円と大幅上昇した。週初から週半ばまでは上げ一服で 3 日続

落。東証プライム市場の売買代金も4兆円台と2月16日の6.7

兆円と比較すると減少した。日経平均上昇のけん引役だった東

京エレクトロン<8035>やアドバンテスト<6857>など半導体株

は、米半導体大手エヌビディアの決算発表待ちが影響し積極的

な買いは手控えられた。ただ、大型株を中心に押し目を買う動

きは活発で、日経平均は38000円台を割ることなく推移した。

 そして、22 日未明にエヌビディアが決算を発表、市場予想

を上回る内容だったことから時間外取引で大幅高となった。東

京市場も半導体株中心に買い優勢の展開となり、ついに日経平

均は終値ベースの史上最高値38915.87円、取引ベースの史上

最高値38957.44円ともに更新。時間外で米国株先物が大幅高

となったこともあり、日経平均は史上初となる39000円台に乗

せ、終値ベースでも明確に史上最高値を更新した。 

 なお、2月第2週（2月13日-2月16日）の投資主体別売買

動向によると、外国人投資家は現物（二市場合計）を3014億

円買い越し、7週連続の買い越しとなった。一方、個人投資家

は3165億円と4週ぶりに売り越しへ転じている。 

 

■週明けの東エレク、アドバンの株価動向に注目 

 先週末のダウ平均は前日比 62.42 ドル高（＋0.16％）の

39131.53 ドル、ナスダックは44.80 ポイント安（－0.28％）

の15996.82、S&P500は1.77ポイント高（＋0.03％）の5088.80

で取引を終了した。決算発表後のエヌビディアは買い優勢とな

り史上最高値を更新、一時823.94ドルまで上昇した。円建て

CME先物は、22日の225先物日中終値比290円高の39410円。

今週は、日経平均の史上最高値更新を受けて、先高感の強さ

と達成感が拮抗する展開となりそうだ。日経平均押し上げの原

動力である東京エレクトロン、アドバンテストともに16日の

高値を更新できなかったことが気になるところだ。1 月 31 日

時点の日経平均構成ウェートでは、東京エレクトロンが

7.67％、アドバンテストが4.28％と2銘柄で12％弱と存在感

は大きい。半導体株が上げ一服となると先週19日から21日の

ように、日経平均の上値は重くなろう。エヌビディアの史上最

高値更新が支援材料となる可能性もあるが、半導体関連株の達

成感の強まりは警戒され、東エレクトロン、アドバンテストの

株価動向に注意したい。 

一方、足元の地合いでもポジティブな材料はある。日経平均

構成ウェートで10.94％（1月31日時点）と断トツのトップを

誇るファーストリテ<9983>は、22 日に上場来高値を更新して

いる。良好な需給面を背景に同社を中心としたインデックス買

いが入る可能性はある。 

また、TOPIXは1989年12月18日の史上最高値2884.8ポイ

ントを奪還していないことから上昇余地は残っているとの見

方もある。単純にTOPIXの史上最高値に22日終値ベースのNT

倍率14.70倍をかけると日経平均は42406円と試算できる。ポ

ジティブ、ネガティブ要因ともに存在することから、今週は

様々な思惑で活発な商いは続くと想定する。 

 

■ユーロ高円安進行で欧州売上比率の高い銘柄が買われるか 

 為替市場では、1ドル＝150円水準で静かな推移が続いてい

る。さすがに151円水準が近づくと鈴木財務相や神田財務官な

どによる口先介入が強まることから円安加速は一服している。

円はドルに対して、16 日以降、一日の値幅が1 円未満のこう

着相場が続いていることもあり、3 カ月物の予想変動率は 20

日に年率8％台前半と昨年11 月下旬以来の低い水準を付けて

いる。仮に、予想変動率の低下によって円キャリートレードが

活発化すると、円はユーロや豪ドルなどドル以外の主要通貨に

対して安くなる可能性はある。今後、円安ユーロ高進行となれ

ば、任天堂<7974>、日本板硝子<5202>、ソニーグループ<6758>

など欧州売上比率の高い銘柄への物色が強まろう。投資家のモ

メンタムが非常に強い地合いのため頭に入れておきたい。 

 

■2 月中国製造業PMI 発表控える 

 今週にかけて、国内では、2月27日に1月消費者物価コア

指数、29日に1月鉱工業生産、3月1日に1月失業率、2月消

費者態度指数などが予定されている。 

 海外では、26日に米・1月新築住宅販売件数、27日に米・1

月耐久財受注（速報値）、12月S&P/コアロジックCS20都市住

宅価格指数、2月リッチモンド連銀製造業指数、2月コンファ

レンスボード消費者信頼感指数、28日に豪・1月消費者物価指

数、NZ・中央銀行が政策金利発表、米・10-12月期国内総生産

（GDP、改定値）、29日に豪・1月小売売上高、独・1月小売売

上高、独・2月消費者物価指数（速報値）、米・1月個人消費支

出（PCE）デフレータ、週次新規失業保険申請件数、2 月 MNI

シカゴ購買部協会景気指数、1月中古住宅販売成約指数、3月

1 日に中・2 月製造業購買担当者景気指数（PMI）、2 月サービ

ス業PMI、米・2月製造業PMI（改定値）、2月ISM製造業景気

指数、2月ミシガン大学消費者信頼感指数（確報値）などが予

定されている。 

 

 

日経平均は史上最高値を更新、次のステージへ 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

GENDA<9166> 

ジーエヌアイグループ<2160> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■売買代金は着実に増加 

 

今週の新興市場は、引き続き東証プライム市場に関心が向

かいやすいことから、相対的にはパフォーマンスが弱いと考

える。ただ、売買代金は着実に増加しており、GENDA<9166>、

ジーエヌアイグループ<2160>など時価総額が大きい主力銘

柄は下値を切り上げ、上場来高値や昨年来高値をそれぞれ更

新していることから東証グロース市場の地合いは悪くない。

短期資金が集中していたQPS研究所<5595>が売り優勢とな

った一方、売れるネット広告社<9235>が引き続き急騰してい

ることから、投資家の物色意欲は良好と言えよう。売れるネ

ット広告社が利益確定売りで下落した後の受け皿となる銘

柄が現れるかは懸念材料だが、そろそろ東証グロース市場

Core指数構成銘柄などの主力処に投資資金が移ってもいい

頃合いか。 

 

■チャート形状は良好、IPOは2社 

 

東証グロース市場250指数は200日移動平均線より上を維

持していることから、昨年10月26日の632.29を起点としたリ

バウンドは継続。この1年間で最も出来高が多い750水準を明

確に上抜くと、昨年6月21日の高値864.77までは出来高が少

ない価格帯のため上昇ピッチが速まる可能性はある。東証グ

ロース市場250指数を手掛ける投資家は少ないため、参考程

度ではあるが、チャート形状は良好と考える。 

なお、今週は新規株式公開（IPO）が2社予定されている。

不動産業界向けマーケティングツールを手掛ける

Cocolive<137A>がグロースへ、立呑み居酒屋を手掛ける光フ

ードサービス<138A>がグロースと名証ネクスト市場へ2月28

日に同時上場する。先週のVRAIN Solutionも強い値動きを見

せたことから、投資家の関心は高いと推測する。 

地合いは悪くなく、そろそろ主力処に投資資金が移ってもいい頃合いか 

 円 
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■先週の動き 

連休明け、半導体エヌビディアの四半期決算を警戒したハ

イテクでの調整売りに押され、下落で始まった。週半ば、1

月開催分の連邦公開市場委員会（FOMC）議事録の中で、連邦

準備制度理事会（FRB）が利下げに慎重な姿勢が再確認され

たため利下げ期待が後退。一段と売りに拍車がかかり、ナス

ダックは続落。ただ、ダウは景気への楽観的な見方にプラス

圏を回復した。週後半にかけて発表された半導体エヌビディ

アの期待を上回る好決算を好感した買いが加速。投資家心理

の改善でハイテクがけん引する形で相場を押し上げた。ダウ

は初の3万 9000 ドル台を達成。結局週を通じ、主要株式指

数は上昇した。 

ディスカウント小売のウォルマートは第4四半期決算で、

既存店売上高が予想を上回ったほか、スマート TV メーカー

のビジオ・ホールディングス買収で合意したと発表し大幅

高。ビジオ・ホールディングスも上昇した。一方、競合のロ

クは競争激化が警戒され大幅安。クレジットカード発行や電

子支払いサービスを手掛けるディスカバー・ファイナンシャ

ル・サービシズは、金融のキャピタル・ワン・ファイナンシ

ャルによる買収で合意したとの報道で大幅高。ディスカウン

ト小売のアマゾン・ドット・コムは、S&Pダウ・ジョーンズ・

インデックス社がドラッグストアのウォルグリーンズ・ブー

ツ・アライアンスと入れ替えで、ダウ構成銘柄に採用するこ

とを発表し上昇。半導体のエヌビディアは第4四半期決算で、

大半のシェアを占めている人工知能（AI）向け半導体の強い

需要がけん引し売上高が過去最高を更新したほか、見通しも

予想を上回り大幅高。 

■今週の見通し 

エヌビディアの四半期決算の期待を上回った結果を受け

た投資家心理の改善で、相場は今週も続伸する可能性があり

そうだ。投資家の焦点は金融政策から「AI革命」に移行しつ

つあるようだ。過度な利下げ期待は後退しつつあるが、「AI

革命」がまだ始まったばかりで、この先かなりの伸びしろが

あるとの期待が強まり、投資家の株式市場への自信につなが

ったようだ。今後、債券市場からの資金流入も期待され、相

場押し上げ要因になるだろう。一方、リスクは現行の第1段

階のつなぎ予算が今週末に期限がくるため、政府機関閉鎖の

可能性だ。もし、下院で今週末までに予算案がまとまらなか

った場合、再び政府機関閉鎖のリスクに直面、上値を抑制す

ることになるだろう。 

FRBが先週公表した1月開催分のFOMC議事録では、大半の

高官が時期尚早な利下げのリスクを留意していることが指

摘され、政策決定において、インフレ制御に依然、重点が置

かれていることが明らかになった。FRB 高官は地政学的リス

クや賃金の上昇がインフレの上方リスクとなり、インフレの

進展が失速する可能性を懸念している。さらに、消費支出は

驚く程柔軟性があり、強い需要がインフレの上昇圧力となる

可能性にも指摘があった。不透明感がくすぶり、速やかな利

下げは予想しないが、同時に利下げのポイントに近づいた可

能性があるとの考えを示しており、時期に不透明性があるが

年内の利下げの可能性が強まりつつあることは確かで、相場

を支える要因になるだろう。 

今週はFRBがインフレ指標として最も注視しているPCEコ

ア指数の1月分が発表予定で、インフレの進展動向に注目だ。

市場は前年比＋2.8％と、21年3月以降で最低の伸びに改善

を予想している。もし、予想通りインフレ改善基調が確認さ

れた場合、FRB の年内の利下げを織り込み、新たな相場上昇

要因になるだろう。 

経済指標では、1 月新築住宅販売件数、2 月ダラス連銀製

造業活動（26日）、1月耐久財受注速報、12月FHFA住宅価格

指数、S&P20 都市住宅価格指数、2 月リッチモンド連銀製造

業指数、2月コンファレンスボード消費者信頼感指数（27日）、

10-12月期国内総生産（GDP）改定値、1月卸売在庫速報（28

日）、1月個人所得・個人消費支出（PCE）、PCEコア指数、週

次新規失業保険申請件数、2月シカゴ購買部協会景気指数、1

月中古住宅販売仮契約（29 日）、2 月製造業購買担当者景気

指数（PMI）改定値、2月ISM製造業景況指数、2月ミシガン

大消費者信頼感指数確報値（3月1日）、などが予定されてい

る。 

主要企業決算では、製薬会社のノババックス（28 日）、小

売り関連では、宅配ドミノ・ピザ（26 日）、カジュアル用品

小売りのアーバン・アウトフィッターズ、食品会社の JM ス

マッカー、ビールメーカーのボストン・ビール、ホームセン

ター運営会社のロウズ、百貨店のメーシーズ（27 日）、映画

館運営のAMCエンターテインメント・ホールディングス、デ

ィスカウント衣料小売りのTJXカンパニーズ（28日）、パー

ソナルケア用品のバス＆ボディ・ワークス、家電量販チェー

ンのベスト・バイ（29 日）、ハイテク関連ではビデオ会議プ

ラットフォームを供給するズーム・ビデオ・コミュニケーシ

ョンズ、クラウドアプリケーションを手掛けるワークデイ

（26 日）、クラウド型ソフトウエア会社のセールスフォース

やソフトウエア・ソリューション会社のスノーフレイク、AI

関連の C3.ai（28 日）、コンピューターメーカーのデル・テ

クノロジーズ（29日）、オンラインTVを提供するフボTV（3

月1日）などが予定されている。 

AI関連ではC3.aiに期待が集まる。また、TJXなど小売決

算で国内消費動向の底堅さが証明できるかどうかに注目だ。

PCE コア指数や小売決算に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 149.20 円 ～ 152.20 円 

債券先物予想レンジ 146.00 円 ～ 146.60 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.695 ％ ～ 0.745 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は底堅い値動きか。2月27日発表予定の日本の

1月消費者物価コア指数（コアCPI）について、先行指標とみられ

る東京都区部のコアCPIは＋2％を割り込んでおり、全国コアCPI

の伸び率は前年比＋2.3％を下回る可能性がある。コアCPIの伸び

率の鈍化が見込まれていることから、日本銀行による金融緩和継

続への期待が高まっている。米国の早期利下げ観測は後退してお

り、ドルは下げづらいだろう。日銀は賃金上昇を伴う物価目標2％

が実現できればマイナス金利を解除し、段階的な金融引き締めに

転換することを検討している。しかし、現時点では日銀植田総裁

などはマイナス金利解除後の利上げには慎重であり、緩和的な金

融環境を維持する見通し。 

一方、2月29日発表の米1月個人消費支出（PCE）価格コア指数

は前年比＋2.8％と、前回実績の＋2.9％を下回る見通し。ただ、

物価目標の2％を依然として上回っており、ドルは売りづらいだろ

う。日本の低調な CPI を受けた円売り、米インフレ高止まりで、

ドル・円相場は 150 円台で底堅い値動きが予想される。日本政府

が強い表現で円安をけん制しなければ、ドル・円は 152 円レベル

を試す場面も想定される。 

 

【日・1月消費者物価コア指数（CPI）】（27日発表予定） 

 2月27日発表の日1月消費者物価コア指数は12月実績の前年比

＋2.3％から低下が予想される。1 月実績が想定外に弱く、日本銀

行の緩和策修正への思惑が後退すれば、ドル買い・円売りが強ま

る可能性がある。 

 

【米・1月個人消費支出(PCE)価格コア指数】（29日発表予定） 

 2月29日発表の米1月コアPCEは前年比＋2.8％と、12月の＋

2.9％からやや低下する見通し。ただ、そのペースは緩慢で、ドル

は売りづらい。 

■今週の見通し 

 今週（2月26日-3月1日）の債券市場では長期金利は下げ渋る

可能性がある。日本銀行は次回開催の金融政策決定会合でマイナ

ス金利政策を解除する可能性があるため、長期債などへの売り圧

力がかかりやすい。金融政策変更の影響を受けやすい中期債の軟

調地合いも債券相場の上昇を抑える一因となる。3月のマイナス金

利政策解除をにらんで10年債利回りは0.7％をやや下回る水準で

下げ渋る可能性がある。1 月全国消費者物価指数（CPI）が市場予

想を明らかに下回らない限り、長期債利回りの低下余地は小さく

なりそうだ。 

債券先物3月限は主に146円台で推移か。マイナス金利政策の3

月解除の可能性は十分残されており、外部環境に大きな変化がな

い場合、債券先物は146円台後半で上げ渋る可能性が高い。 

■先週の動き 

 先週（2 月 19 日-22 日）の長期債利回りは弱含み。超長期債の

需給改善期待に加え、日本銀行が実施した長期ゾーンの国債買い

入れオペの結果が良好だったことが債券相場を支えた。ただ、日

銀による早期の政策修正観測を背景に 5 年債の気配はやや甘くな

った。22日の取引では10年債の買いが観測されており、主に長期

債相場が上昇。長期債を対象とした流動性供給入札が良好な結果

となったことを受けて20 年債と30 年債の気配もしっかりとなっ

た。一方、日銀植田総裁が「足元の物価はインフレの状態にある」

との見解を示したことを受け、2年債などの中期債の気配は弱含み

となった。 

10 年債利回りは弱含み。0.736％近辺で取引を開始し、一時

0.745％近辺まで反発したが、22日の取引で0.708％近辺まで低下

し、0.720％近辺でこの週の取引を終えた。 

債券先物 3 月限はもみ合い。146 円 19 銭で取引を開始し、146

円台前半でしばらく推移したが、22 日の取引で 146 円 06 銭から

146円45銭まで反発し、146円23銭でこの週の取引を終えた。 

 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

7816 スノーピーク 1,248.0 48.93 6958 日本シイエムケイ 591.0 -21.09  卸売業 3.20

7003 三井Ｅ＆Ｓ 1,444.0 30.56 9889 ＪＢＣＣホールディングス 3,615.0 -13.10  鉄鋼 3.04

3328 ＢＥＥＮＯＳ 1,749.0 27.85 8708 アイザワ証券グループ 1,131.0 -12.87  パルプ・紙 2.75

8304 あおぞら銀行 2,449.5 21.14 7972 イトーキ 1,851.0 -11.39  輸送用機器 2.71

3153 八洲電機 1,568.0 18.79 6194 アトラエ 464.0 -10.42  銀行業 2.29

6871 日本マイクロニクス 7,220.0 18.56 4449 ギフティ 1,434.0 -9.47  ガラス・土石製品 2.27

3681 ブイキューブ 326.0 16.85 2585 ライフドリンク　カンパニー 5,010.0 -9.40  証券業 2.14

7347 マーキュリアホールディングス 864.0 15.20 6590 芝浦メカトロニクス 6,540.0 -9.17 下位セクター 騰落率（%）

7976 三菱鉛筆 2,391.0 14.73 3926 オープンドア 765.0 -9.04  保険業 -2.15

6620 宮越ホールディングス 1,222.0 13.57 4687 ＴＤＣソフト 2,138.0 -8.44  その他製品 -1.94

7769 リズム 3,860.0 12.70 3962 チェンジホールディングス 1,413.0 -8.37  サービス業 -0.71

2579 コカ・コーラ　ボトラーズジャパンホールディングス2,095.0 12.36 6418 日本金銭機械 1,346.0 -8.31  空運業 -0.68

3968 セグエグループ 2,060.0 11.96 6364 北越工業 2,403.0 -8.25  医薬品 -0.52

8136 サンリオ 8,000.0 11.61 3673 ブロードリーフ 533.0 -8.10  石油・石炭製品 -0.10

4813 ＡＣＣＥＳＳ 938.0 11.40 3983 オロ 2,571.0 -8.08  陸運業 0.67

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 

今週のポイント 

先週の日経平均は大幅に続伸。週末には 1989 年 12 月につ

けた史上最高値を更新し、初の 39000 円台にまで上昇してい

る。週央にかけては上値の重い動き、決算発表一巡による手掛

かり材料難に加え、米エヌビディアの決算発表を控えた様子見

ムードも強まった。ただ、エヌビディアの決算は高い市場予想を

さらに上回るものとなり、時間外取引で株価が急伸し、国内半導

体銘柄にも買い安心感が波及したことで、週末の最高値更新へ

とつながる形に。週間の業種別では、商社や鉄鋼、銀行株など

バリュー業種が上昇、円安傾向で自動車株もしっかり。一方、サ

ービス、保険、医薬品などディフェンシブには資金向かわず。 

エヌビディアは好決算自体織り込まれていたが、発表後には

出尽くし感が強まるとの懸念も強かったもよう。週央にかけては

こうした懸念を反映してさえない動きであったが、先週末は懸念

後退で主力の半導体関連が総じて 5％強の上昇となっている。

その他個別では、MBO 検討報道を受けてスノーピークが急伸、

その後正式に発表されている。三菱鉛筆、ベステラ、八洲電機

は決算や上方修正が好感され、サカタのタネは自社株買い、ス

ギ HD は実質増配計画が評価材料視される。佐鳥電機は M&A

実施を高評価。BEENOS はアクティビストファンドの大量保有が

伝わる。日本信号も大型受注発表で週末に買われる。半面、任

天堂は次世代機発売時期の延期可能性で週初に売り優勢。日

本 CMK、静岡ガス、センコー、シード、平和堂、グリーなどは新

株発行や売出の発表がネガティブ視される。 

先週後半にかけての米国株高を背景に、連休明けの東京市

場でも一段の上値追いの動きが先行しよう。為替市場で緩やか

なドル高・円安傾向が続いていることなども支援となる。史上最

高値更新を達成したものの、目先は 40000 円の大台乗せなどに

意識が向かうものとみられる。ただ、相場上昇を主導する半導体

株の過熱感は警戒材料となる。米エヌビディアも、先週末は高

値からは 4.7％の下落と伸び悩んでいる。こうした流れが週明け

の米国市場に強く波及するようであれば、国内半導体株への影

響も避けがたくなろう。週初の買い先行場面では、いったんの

利食いも一考となってこよう。 

今週からは名実ともに 3 月相場入りとなり、3 月期決算企業の

配当権利取りの動きが活発化しやすくなるタイミングである。とり

わけ、今年は新 NISA 初年度となるが、日経平均の最高値更新

を受けて、NISA への資金流入はより強まってくる可能性が高

い。NISA の主要投資対象となる高配当利回り銘柄には、特にポ

ジティブな流れが想定されよう。権利落ちが意識される3月中旬

までは高配当利回り銘柄への期待を高めたい。国内では 27 日

にCPI が発表される。円高傾向も続く中で、日銀による3 月会合

での緩和政策修正があらためて警戒されてくる可能性には注

意。米国での住宅関連指標発表、中国のPMIなども国内関連銘

柄の売買材料となってきそうだ。一方、バイデン米政権が EV へ

の移行を促す環境規制の緩和を検討などと伝わっており、EV

関連銘柄にとっては先行きの警戒材料につながる公算。 

半導体株の動向引き続き焦点だが、3 月相場入りで高配当利回り銘柄に注目 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■買い余力は一段と増していると推察 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 万円大台替わりへ、1989 年高値突破で上値追い 

先週（2月19-22日）の日経平均株価は4週連続で上昇した。

1週間の上げ幅は611.44円（前週1589.82円）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は2月2週（2月13-16日）、買い越しを継続し

（2150 億円、前週は 7206 億円）、現物は買い越しを継続した

（2638億円、前週は3777億円）。 

 

先週の日経平均は上値追いの勢いが止まらず、週末2月22日

には節目として強く意識されてきた1989年大納会（12月30日）

終値38915.87 円をおよそ34 年ぶりにクリア。史上初の39000

円台に乗せて週末を迎えた。この間、株価下方を走る25日や200

日、52週など主要な移動平均線は一斉に上昇角度を増し、上値

追いの勢いの強さを再確認する形となった。 

 

 日経平均は今週も上値追いを続け、4万円への大台替わりが予

想される。25日線をはじめとする移動平均線に加え、日足、週

足ともに三役好転下の強気形状にある一目均衡表では、基準線

と転換線が上向いており、上昇トレンド継続が予想される。高

値更新後に特有の上値の軽さもプラス要因となろう。 

 

 先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち153銘柄（前週末2月16日は134銘柄）と増加し、東証プ

ライム上場全銘柄では60％（同49％）と過半数を上回った。こ

のため、市場全体では短中期投資家の含み益が膨らみ、買い余

力は一段と増していると推察される。 

 

 日経平均の 25 日線との乖離率は先週末で 6.00％と買われ過

ぎの5％をやや上回る程度で、天井到達ラインの8％まで余裕を

残した。 

 

 東証プライム市場の騰落レシオ（25 日ベース）は先週末で

107.64％。2月9日以降、中立ゾーンの90-110％のレンジ内に

収まっており、相場全体では過熱感に乏しいとみられる。 

 

 ボリンジャーバンド（25日ベース）では、先週末終値が+2σ

を超えて上値追い局面入りを示唆している。-2σから+2σまで

の各線が間隔を広げる 5 本線発散が続く点では値動きの不安定

化と急騰後の反動安が警戒されるところだが、1σ相当の値幅は

757.11円にとどまり、急激な反動安の回避が期待できよう。 

 

 上値では、節目の 4 万円が短期的な目標。下値では、先週安

値38095.15円が抵抗ラインとして意識される。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/12連I 2,027,762 -2.9% 135,167 125,399 -36.5% 92,826 196.52

2021/12連I 2,236,076 10.3% 211,900 199,826 59.4% 153,500 302.92

2022/12連I 2,511,108 12.3% 217,048 205,992 3.1% 151,555 299.10

2023/12連I 2,769,091 10.3% 244,999 241,871 17.4% 164,073 323.82

2024/12連I予 2,840,000 2.6% 273,000 266,500 10.2% 190,500 375.98

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 5458 円 

目標株価 5970 円 

業種 食料品 

■酒類事業を中心にグループ全体の業績向上 

 

2月13日に発表した2023年12月期業績は、売上収益が前期

比 10.3％増の 2 兆 7690.91 億円、営業利益は同 12.9％増の

2449.99 億円だった。通期の業績として売上収益と各利益項目で

過去最高を更新した。原材料価格の上昇による影響はあった

が、主力ブランドやグローバルブランドの販売強化に加えて、価

格改定の効果などにより、ビール類の売上が増加した酒類事業

を中心に、グループ全体の業績向上に寄与した。24 年 12 月期

業績は、売上収益が前期比2.6％増の2 兆8400億円、営業利益

は同11.4％増の 2730 億円を計画。 

 

■グローバル戦略の拡大に期待 

 

アルコール分3.5％の「アサヒスーパードライ ドライクリスタル」

を発売するなど、新たな価値提案を強化しているほか、財務の健

全化が計画を上回るペースで進んでいるとして、大型の M&A に

よるグローバル戦略の拡大も期待される。株価は決算を受けて

調整を見せていたが、足もとでリバウンド基調を継続しており、25

日線を捉えてきた。75 日、200 日線が集中している水準であり、

抵抗線突破からの出直りに期待したい。目標株価は昨年 9 月高

値水準の 5970 円とする。 

 

★リスク要因 

各地域における原材料価格の上昇。 

2502：日足 

 

上値抵抗の 25 日線を捉える。 

          

低アルコールビールなど新たな価値提案を強化 

アサヒグループホールディングス〈2502〉プライム 

今週の分析銘柄 



 

株式会社フィスコ 10

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 557 Weekly 
2024 02 26 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/11連 531,103 -2.7% 28,303 28,989 -12.9% 11,378 79.55

2021/11連 407,039 -23.4% 27,972 29,698 2.4% 18,014 128.17

2022/11連 430,304 5.7% 25,433 27,249 -8.2% 16,033 115.34

2023/11連 455,086 5.8% 19,694 20,490 -24.8% 13,174 94.78

2024/11連予 480,000 5.5% 25,500 26,700 30.3% 13,800 99.28

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 2762.0 円 

目標株価 3000 円 

業種 食料品 

■マヨネーズやドレッシング、業務用液卵など展開 

 

 セグメント別では、マヨネーズやドレッシング、パスタソースなど

の市販用売上高が全体の 39％を占め、レストランやホテル、ベ

ーカリー向けの液卵・凍結卵・加工品などの業務用が36％、海外

17％、ジャムなどのフルーツ ソリューション 4％、ヒアルロン酸な

どのファインケミカル 3％となっている（23 年 11 月期）。同社 HP

によると、グループで扱う卵の量は 1 年で 25 万トン（約42 億個）

となっており、日本の年間生産量の約 1 割にあたるという。23 年

11 月期業績は売上高が前期比5.8％増の 4550.86 億円、営業利

益が同じ 22.6％減の 196.94 億円。価格改定効果もあり増収とな

った一方、原料やエネルギー価格高騰の影響を受け利益率は

低下した。 

 

■鶏卵不足は解消・今期利益回復へ 

 

 24 年11 月期について、営業利益は前期比29.5％増の 255 億

円を見込む。前期に鶏卵不足の大きな要因となった鳥インフル

の影響が収束すると見ている。日本経済新聞の報道によると、会

社側は決算発表に際し、鶏卵について「数量面の心配は現時点

でない」との見方を示しており、利益回復を予想している。株価

は 1 月の決算発表を受け一時下落したが、すかさず回復し、高

値を更新した。次の大台3000 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

鳥インフルの大規模な再拡大など。 

2809：日足 

 

今期好業績予想を織り込み水準訂

正へ。 

          

卵の使用量は年間42億個、鳥インフルの影響は収束へ 

キユーピー〈2809〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 683,780 4.7% 41,227 43,199 57.4% 27,790 112.24

2021/3連 680,714 -0.4% 39,938 43,200 0.0% 28,599 115.51

2022/3連 746,926 9.7% 33,279 36,641 -15.2% 28,188 113.84

2023/3連 846,080 13.3% 25,957 28,682 -21.7% 20,425 82.47

2024/3連予 930,000 9.9% 47,000 49,000 70.8% 32,000 129.19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 1014.0 円 

目標株価 1110 円 

業種 パルプ・紙 

■第3四半期営業利益の進捗率は90.8％ 

 

2 月6 日に発表した 24 年3 月期第3 四半期累計期間の業績

は、売上高が前年同期比 7.2％増の 6917.42 億円、営業利益は

同81.0％増の427.48億円だった。板紙・紙加工関連事業につい

ては、販売量の減少はあったが製品価格の改定により増収増益

となった。通期業績は、売上高が前期比9.9％増の9300億円、営

業利益は同 81.1％増の 470 億円とする計画を据え置いており、

営業利益の進捗率は 91.0％となる。 

 

■木質廃材で航空燃料原料生産へ 

 

なお、20 日に連結子会社である大興製紙が、Biomaterial in 

Tokyo 社（福岡県）と提携し、持続可能な航空燃料（SAF）の原料

となる木質バイオマスなど非可食資源を原料とした第二世代バイ

オエタノールの生産実証事業を開始すると発表した。国際航空

分野では SAF の導入を各国において義務化する動きがあり、需

要拡大が期待される。2027 年までに年間 2 万 kl のバイオエタノ

ール生産を目指す。株価は足もとで荒い値動きを見せている

が、25日線が支持線として機能しており、リバウンド基調は継続。

目標株価は 6 日高値の 1043.5 円から 16 日安値974.7 円までの

下落幅をリプレイスした水準である 1110 円とする。 

 

★リスク要因 

消費低迷による販売数量の減少。 

3941：日足 

 

25 日線が支持線として機能。 

          

2027年までに年間2万klのバイオエタノール生産を目指す 

レンゴー〈3941〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 1,616 24.1% 75 73 97.3% 38 4,368.00

2021/3単 2,948 82.4% 242 239 227.4% 167 16,410.00

2022/3単 4,391 48.9% 439 414 73.2% 261 80.91

2023/3単 5,558 26.6% 736 737 78.0% 488 72.20

2024/3単予 7,000 25.9% 1,085 1,084 47.1% 704 94.25

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 5400 円 

目標株価 6500 円 

業種 情報・通信業 

■第3四半期単体業績も大幅増収増益 

 

 情報セキュリティ教育サービスを提供。24 年3 月期第3 四半期

累計期間の営業利益は前年同期比51.4％増の 8.56 億円となり、

通期計画の10.85億円に対する進捗率は78.9％となった。また、

第 3 四半期期単体の営業利益は同 50.7％増。人的資本への投

資を積極的に実施するも、それを超える売上成長により大幅伸

長につながった。また、さらなる利益還元の充実と株主価値の向

上を図るために今期の配当性向を 25％（前期は 19.39％）とし、

期末配当予想は 23.56 円と発表し、業績が予想を上回った場合

には配当性向25％はそのままに増配する方針としている。 

 

■26年3月期には営業利益22億円を目指す 

 

株価は、25 日移動平均線に沿って推移していたが、直近は出

遅れ感のある業績堅調な新興株に注目が向かい、同社も一時

5800円まで上昇した。また、PER・PBRともに過去の推移と比較し

て割高感に乏しいなか、国内の中堅・中小企業のサイバーセキ

ュリティニーズは引き続き旺盛である。中計では既存事業で年率

25％の売上成長を見込み、26 年3 月期には営業利益22 億円を

目指している。そのほか、全事業がしっかりと成長しており、目先

の目標株価は 23 年7 月下旬高値付近の 6500 円とする。 

 

★リスク要因 

米長期金利の急上昇など。 

4417：日足 

 

25 日移動平均線に沿っての上昇基

調継続に期待。 

          

第3四半期業績として過去最高額を更新、業績堅調な新興株として注目 

グローバルセキュリティエキスパート〈4417〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 96,515 4.6% 9,908 9,929 51.9% 7,162 626.05

2021/3連 100,638 4.3% 9,579 9,900 -0.3% 7,074 616.72

2022/3連 112,069 11.4% 10,850 11,545 16.6% 9,210 802.69

2023/3連 132,426 18.2% 15,212 16,020 38.8% 11,730 255.77

2024/3連予 150,000 13.3% 22,000 23,000 43.6% 17,000 370.21

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 7270 円 

目標株価 10000 円 

業種 機械 

■製品値上げも収益寄与 

 

 純水・超純水設備や排水処理・回収設備、有価物回収設備など

のプラントと設備のメンテナンス、水処理加工受託など「水処理

エンジニアリング事業」が売上高の 84％を占め、水処理薬品や

フィルタなどの「機能商品事業」が 16％となっている。水処理エ

ンジニアリング事業の市場分野別売上高は電子産業向け 68％、

一般産業向け22％、電力・上下水向け10％となっている（23年3

月期）。24 年3 月期第3 四半期累計期間について、営業利益は

前年同期比42.8％増の141.94億円となり、上期の78.55億円（同

20.7％増）から伸長。国内外で受注した大型工事が概ね順調に

推移していることや、機能商品の値上げ効果などが寄与した。 

 

■半導体関連の設備投資が追い風に 

 

 24年3月期通期について、営業利益は期初段階の160億円か

ら 2 度の上方修正が行われ 220 億円（前期比 44.6％増）を見込

む。一部案件の発注や工事スケジュールの遅れが発生している

が、プラント案件の利益率改善などもあり、予想を上回る利益伸

長に。半導体関連の高水準の設備投資が国内外で続く見通し

で、同社事業の追い風となりそうだ。やや中期的だが、半導体産

業の成長期待に鑑み、大台10000 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

想定を超える中国の景気減速など。 

6368：日足 

 

緩やかな上昇相場形成中。 

          

電子産業向け水処理設備など手掛ける、今期営業利益44.6％増予想 

オルガノ〈6368〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/10連 5,228 34.3% 202 203 -52.7% -12 -

2021/10連 7,359 40.8% 922 932 359.1% 678 40.85

2022/10連 12,000 63.1% 734 745 -20.1% 517 31.09

2023/10連 16,931 41.1% 2,207 2,246 201.3% 1,620 97.74

2024/12連予 25,000 - 3,500 3,500 - 2,430 146.42

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 2880 円 

目標株価 4500 円 

業種 サービス業 

■PMOをクライアントに派遣 

 

 PMOサービスを主事業とする。PMOとはプロジェクトマネジメ

ント実行支援を指し、クライアントのプロジェクトの企画・計画立案

から終結までを伴走し、プロジェクトの成功に貢献する。新規事

業創発や経営改革からシステム開発のプロジェクトまで、幅広い

様々なプロジェクトを支援する。PMOは社内に専任の部署を置く

こともあるが、従業員の経験や知識のみでは十分なマネジメント

を行うことは難しい場合もあり、多くは専門会社に依頼して、プロ

フェッショナルな人材を派遣してもらう。同社はこのPMOの派遣

元となる。 

 

■24年10月まで12カ月の営業利益は30億円を計画 

 

 PMO 市場は拡大が続いており、19 年10 月期から 23 年10 月

期に売上高は 38.9 億円から 169.3 億円に、営業利益は 4.5 億円

から 22.1 億円に伸びる高い成長を実現している。今期から決算

期を変更しており今期は 14 か月決算の 24 年 12 月期となるが、

24 年 10 月までの 12 カ月においても売上高は 24.0％増の 210

億円、営業利益は 35.9％増の 30 億円を計画している。25 年 12

月期には 1 株当たり利益は 160 円に達する水準が期待され、目

標株価はこの PER25 倍となる 4000 円とする。 

 

★リスク要因 

クライアントの新規プロジェクト立ち上げの減少など。 

7033：日足 

 

2800 円レベルで当面の下値を固め

つつある。 

          

クライアントのプロジェクト実行を支援する 

マネジメントソリューションズ〈7033〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 283,186 15.1% - -5,250 - 110,607 581.83

2021/3連 274,754 -3.0% - 60,427 - 44,647 234.86

2022/3連 280,427 2.1% - 76,086 25.9% 54,118 284.69

2023/3連 331,323 18.1% - 50,050 -34.2% 31,152 165.54

2024/3連予 - - - 59,500 18.9% 61,500 326.47

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 3638 円 

目標株価 4600 円 

業種 銀行業 

■TSMC進出の効果は九州全体で20兆円の試算も 

 

 福岡銀行・熊本銀行・十八親和銀行・みんなの銀行を傘下に

有す。福岡県、長崎県で最大のシェアを有し、熊本県でも第2

位。世界最大の半導体ファンドリーTSMCの熊本進出をきっかけ

に当地では半導体関連企業の新工場設立などが相次いでおり、

これに関する設備投資の資金需要が膨らんでいる。九州全体で

TSMC進出による経済効果は20兆円との試算もある。また今春に

は日銀がいよいよマイナス金利を解除することが見込まれ、同社

業績には強い追い風が吹いている。 

 

■数年先には1株配当は140円程度まで増加しよう 

 

 24 年 3 月期コア業務純益（銀行の本業による収支から、経費と

一時的な変動要因である債券売却.益等を除いたもの）は中小企

業向け貸出金増加、有価証券からの受取利息増加などにより前

期比 7.7％増の 1141 億円、純利益は同 97.4％増の 615 億円が

見込まれている。資金需要の拡大、金利上昇により25年3月期も

増益が続くと思われる。配当性向は 35％を目安としており、今後

数年内に 1 株配当は 140 円（24 年3 月期予想115 円）程度まで

増加することが期待されよう。目標株価は 140 円配当の配当利回

りが約3％になる 4600 円とする。 

 

★リスク要因 

景気悪化による金利水準低下など。 

8354：日足 

 

25 日線と 75 日線のゴールデンクロ

スが発生。 

          

TSMC、マイナス金利解除などが業績の追い風に 

ふくおかフィナンシャルグループ〈8354〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

- - - - - - - -

- - - - - - - -

2022/2連I 3,431 - 949 826 - 682 -

2023/2連I 4,761 - 1,377 1,312 - 966 -

2024/2連I予 6,106 28.3% 1,583 1,560 18.9% 1,071 44.02

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/22 終値 1005 円 

目標株価 1256 円 

業種 サービス業 

■事業展開に4つの特徴 

 

 新規事業や業務改革など、幅広いテーマについて、AI・IoT・デ

ジタル等最新技術に関連したコンサルティングサービスを提供

する。同社事業は以下4つの特徴が挙げられる。（1）現場に常駐

し顧客との距離を縮める、（2）契約範囲をあえて設定せず流動的

な課題に対応する、（3）レポートの納品ではなく課題解決を成果

とする、（4）各分野のプロが想定外の難題にも取り組む。質の高

いサービスを実現するために、同社は難易度の高い採用ステッ

プを設定し、また、中途採用は経験者を基本としている。 

 

■主要経営指標が好調 

 

24 年 2 月期第 3 四半期累計期間について、売上収益は前年

同期比30.1％増の 43.96 億円、営業利益は同24.0％増の 12.63

億円となった。同期間のコンサルタント人員は 217 人（期初計画

219 人）、稼働率は 86％（同 90％）、コンサルタント平均単価（月

額）は268万円（同257万円）と各KPIは好調。通期では、営業利

益 15.83 億円（前期比 15.0％増）を見込んでおり、通期予想に対

する第 3 四半期までの進捗率は 79.8％と順調のようだ。株価は

やや上値が重いが下値の堅い展開となっている。まずは 2 月高

値からの調整幅の倍返し水準となる 1256 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

コンサルタントの採用強化による人件費の増大など。 

9168：日足 

 

25 日線が下値を支える展開。 

          

AIなど最新技術に関連したサービスを提供、利益積み上げは順調 

ライズ・コンサルティング・グループ〈9168〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

アドバンテスト プライム〈6857〉／米エヌビディアの想定以上の決算受け急反発へ 

円 

（株） 

先週末は大幅反発。21 日に米エヌ

ビディアが決算を発表、第4四半期売

上高は 221 億ドルで市場予想の 206

億ドル程度を大きく上回り、第1四半

期見通しも中心値は240億ドルで222

億ドル程度のコンセンサスを上回っ

ている。決算発表後の出尽くし感に対

する懸念も強かった中、高い期待値を

さらに上回る決算を受け、時間外取引

では買い優勢の展開に。国内半導体関

連銘柄にも買い安心感が強まった。 

エヌビディア株は22日に16％高と

急伸。23 日も小幅続伸の動きとなっ

ているが、高値からは4.7％の下落と

なっている。出尽くし感を意識したシ

ョートの買い戻しは先週末に一巡し

たとみられる中、短期的なエヌビディ

ア株の一段高を期待する動きも沈静

化しよう。16 日高値を更新し切れな

いと、いったんは利食い売り圧力が強

まる公算。25 日線レベルの押し目買

いで注目すべきだろう。 

ブリヂストン プライム〈5108〉／週末には中期計画の詳細が発表予定 

16日の取引時間中に23年12月期の

決算を発表、その後の株価は急失速

し、週明けにかけても売り優勢の展開

が続いた。10-12月期営業利益は1060

億円で前年同期比21.0％減となり、市

場予想を300億円程度下振れている。

また、24年12月期見通しもネガティ

ブに捉えられている。純利益は 3590

億円で前期比8.4％増としているが、

市場コンセンサスは200億円強下振れ

る形に。また、市場の一部で期待感が

あった自社株買いの発表なども見送

られ、売り圧力が強まる形になった。 

3月1日には中期計画の詳細が発表

されるとみられ、今週はこれを見極め

たいとする動きが優勢となろう。ガイ

ダンスも保守的とみられる中、中計発

表後はポジティブな反応も想定され

る。一方、タイヤ業界は最もドル・円

相場の影響を受けやすいセクターで

あり、円高反転の動きは今後も大きな

リスク要因となりそうだ。 

読者の気になる
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神戸製鋼所  プライム〈5406〉 

週足ベースの一目均衡表。昨年 9 月

の2179円をピークに調整に入ったが、

12 月安値 1609 円をボトムに反転を開

始。2024年1月1週に転換線が上昇を

開始して反騰トレンド入りが一段と鮮

明になった。先週は転換線が基準線を

上回って三役好転が完成し、買い手優

勢を示唆した。基準線が横ばいを交え

て上昇基調をキープし上げ局面継続を

示唆していることもあり、昨年 9 月高

値奪回とその後の上値追いが期待でき

よう。 

楽天銀行  プライム〈5838〉 

日足ベースのローソク足。2 月 19 日

に直近高値2766 円まで駆け上がった後

は一旦下押しとなったが、先週末は上ヒ

ゲのない陽の大引け坊主を描いて強い

上値追い圧力を窺わせた。株価下方で

は、ともに上向きの25 日移動平均線が

75 日線を下から上に抜くゴールデンク

ロスを形成して中長期の上昇局面入り

を示唆しており、昨年12月6日の上場

来高値2789 円を超えて上値を伸ばす展

開が予想される。 

今週のテクニカ

-5 -25 -75  -200 

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 
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コード 銘柄 市場
2/22
終値
（円）

概要

2384 SBSHD プライム 2435 アマゾンの宅配を担う。大手企業の物流子会社買収で成長。

3167 TOKAIHD プライム 1012 グループ企業がAWSプレミアティアサービスパートナーの認定取得。

3447 信和 スタンダード 747 搬送用バルクコンテナや物流倉庫ラック製造でアマゾン向けに実績あり。

3773 アドバンスト・メディア グロース 1714 AWSコンタクトセンターサービス向けに音声認識APIを提供。

3914 JIG-SAW グロース 4510 AWSの監視・障害対応や運用・保守を手掛ける。

4307 野村総合研究所 プライム 4180 AWSの先端技術を活用したAI画像解析ソリューションを展開。

4396 システムサポート プライム 1927 AWSのシステム構築やクラウドへのシステム移行を手掛ける。

4434 サーバーワークス スタンダード 3860 AWSと戦略的協業契約関係にある最上位パートナー企業のひとつ。

4493 サイバーセキュリティクラウド グロース 2670 サイバー攻撃対策サービスを提供するAWS上位パートナー企業。

4812 電通総研 プライム 5260 金融機関や製造業のAWS導入・運用サービスを支援。

6701 日本電気 プライム 9882 AWSと戦略的協業契約関係にある最上位パートナー企業のひとつ。

6702 富士通 プライム 22705 AWSと戦略的協業契約関係にある最上位パートナー企業のひとつ。

9057 遠州トラック スタンダード 2478 東海地盤の運輸業者で住友倉庫の子会社。アマゾンの物流を手掛ける。

9090 AZ-COM丸和HD プライム 1445 首都圏でアマゾンの宅配受託。EC物流の日本物流開発をグループ化。

9325 ファイズHD スタンダード 1251 アマゾンを大手顧客に持つEC事業者等向けの庫内作業代行業者。

9613 NTTデータグループ プライム 2379.5 AWSと戦略的協業契約関係にある最上位パートナー企業のひとつ。

9682 DTS プライム 3900 AWSクラウド診断サービスを2023年2月から提供。

9719 SCSK プライム 2688 AWSと戦略的協業契約関係にある最上位パートナー企業のひとつ。

9749 富士ソフト プライム 6050 AWSプレミアサービスパートナーで企業の導入支援をサポートしている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：日本への投資を活発化させるアマゾン関連に注目 

■半導体以外にも物流関連で日本投資が加速 

 

ネット通販とクラウドコンピューティングを展開する米アマゾン・ドット・コムによる日本投資が加速している。今年1月に入

り、関連会社のアマゾン ウェブ サービス（AWS）が、2027年までに日本のクラウドインフラに約2.3兆円の投資を予定している

と発表した。2011～2022 年にかけてすでに約1.5兆円を投資しており、2011～2027 年までの総投資額は約3.8兆円に達するとさ

れている。昨年7月には、日本国内11カ所にアマゾンの物流拠点を新設することも明らかにしていた。 

 

AWS では、日本企業のパートナーをそれぞれランク付けして協力関係を深化させている一方、物流拠点の新設では、物流機器や

物流網を手掛ける配送業者の業績に寄与し始めている。米半導体のエヌビディアに続き、アマゾンの対日投資積極化で、アマゾン

関連にマーケットの関心が高まってくる期待がある。 

テーマ別分析 

■主な「アマゾン」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■3 月末の高配当利回り銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 

スクリーニング分析 

3 月末権利取りの高配当利回り銘柄 

■3 月半ばまでは高配当利回り銘柄への物色が強まりやすい 

 

10-12 月期の決算発表が一巡し、年度末の配当計画修正などもひとまず出揃った。今週からは名実ともに3月相場入りとなるタ

イミングであり、配当権利取りの動きが活発化してくるものとみられる。3 月末決算期である高配当利回りにはストレートに関心

が高まるものとみられ、単純に高配当利回り銘柄をピックアップしている。年初からの株パフォーマンスには出遅れ感が意識され

るものも多くなっている。なお、3 月中旬以降は、権利落ち後の株価下落を意識した利食い売りの動きが強まり始めることには注

意しておきたい。 

スクリーニング要件としては、①3月期本決算、②配当利回りが5％以上。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
2/22株価

（円）
時価総額
（億円）

配当利回り
（％）

株価騰落率
（％）

予想
1株利益

（円）

2148 アイティメディア プライム 1,944.0 405.4 5.92 98.77 84.27

2497 ユナイテッド グロース 897.0 362.5 5.35 -0.33 67.50

3284 フージャースHD プライム 1,072.0 395.8 5.13 0.66 135.14

3294 イーグランド スタンダード 1,572.0 100.3 5.09 4.87 213.47

4671 ファルコHD スタンダード 2,295.0 258.9 5.01 9.91 121.81

5192 三ツ星ベルト プライム 4,940.0 1,610.6 5.06 12.66 250.31

6379 レイズネクスト プライム 2,332.0 1,263.2 5.57 52.62 131.09

6523 PHCHD プライム 1,245.0 1,554.6 5.78 -13.36 -

7523 アールビバン スタンダード 1,157.0 150.0 5.19 6.44 109.56

7638 NEW ART HD スタンダード 1,917.0 318.7 5.22 -1.29 97.61

8890 レーサム スタンダード 3,460.0 1,006.2 5.06 7.96 384.63

9687 KSK スタンダード 4,245.0 324.2 5.32 50.27 291.22

（注）株価騰落率は昨年末比
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■日本株のけん引役になる期待も 

東海東京調査センターは「ポジティブサプライズ発表銘柄」に注目している。23年4-12 月期の決算発表も概ね一巡し、一部企

業では中国リスクが改めて意識されるなどの懸念材料はあるものの、製造業を中心に企業業績は概ね好調な内容が示されたと分

析。日経平均が好調な地合いが継続するなか、同証券では日本株のけん引役になると期待される銘柄として、下記条件でスクリー

ニングを行った結果を掲載している。 

［スクリーニング条件］ 

(1)東証プライム、3月本決算企業、時価総額5,000億円以上を対象 

(2)23年4-12月期経常利益実績が事前QUICKコンセンサス（QC）を上回る 

(3)24年3月期経常利益計画を上方修正かつ事前QUICKコンセンサス（QC）を上回る 

実績
（百万円）

事前QC
（百万円）

上振れ率
（％）

従来計画
（百万円）

最新計画
（百万円）

事前QC
（百万円）

上振れ率
（％）

9202 ANA 空運業 3218.0 207,133 162,000 27.9 115,000 190,000 141,492 34.3

4568 第一三共 医薬品 4774.0 199,846 150,765 32.6 160,000 205,000 166,743 22.9

9531 東ガス 電気・ガス業 3134.0 170,545 159,745 6.8 158,000 190,000 168,680 12.6

9020 JR東日本 陸運業 8899.0 259,631 230,000 12.9 211,000 252,000 224,231 12.4

9508 九州電 電気・ガス業 1116.5 250,556 212,057 18.2 170,000 200,000 180,133 11.0

9021 JR西日本 陸運業 6185.0 161,033 138,000 16.7 125,500 146,000 133,021 9.8

8035 東エレク 電気機器 33530.0 315,964 297,252 6.3 404,000 450,000 413,719 8.8

5803 フジクラ 非鉄金属 1692.0 51,530 48,352 6.6 56,000 62,000 57,353 8.1

8766 東京海上 保険業 4125.0 589,822 507,156 16.3 765,000 820,000 764,300 7.3

6841 横河電 電気機器 3122.0 61,015 51,876 17.6 64,000 71,000 66,900 6.1

6954 ファナック 電気機器 3903.0 135,146 122,920 9.9 153,300 167,600 157,950 6.1

5802 住友電 非鉄金属 2074.5 139,441 117,830 18.3 183,000 198,000 187,316 5.7

6383 ダイフク 機械 3224.0 39,298 36,405 7.9 55,500 59,500 56,792 4.8

7203 トヨタ 輸送用機器 3385.0 5,357,065 5,037,725 6.3 5,550,000 6,200,000 5,959,345 4.0

5406 神戸鋼 鉄鋼 1932.0 133,926 120,601 11.0 145,000 150,000 144,829 3.6

6762 TDK 電気機器 7829.0 157,122 140,209 12.1 150,000 170,000 164,623 3.3

6417 SANKYO 機械 9514.0 65,879 62,963 4.6 60,000 72,000 69,732 3.3

6586 マキタ 機械 3753.0 46,113 43,603 5.8 47,000 56,000 54,238 3.2

9532 大ガス 電気・ガス業 2976.5 174,571 145,251 20.2 159,000 170,000 166,600 2.0

8801 三井不 不動産業 3852.0 199,759 193,125 3.4 255,000 265,000 261,751 1.2

7270 SUBARU 輸送用機器 3277.0 416,226 361,470 15.1 460,000 490,000 485,672 0.9

6758 ソニーG 電気機器 14660.0 992,184 970,354 2.2 1,160,000 1,190,000 1,181,022 0.8

9022 JR東海 陸運業 3710.0 455,115 427,000 6.6 433,000 464,000 462,800 0.3

23年4-12月期
経常（税引前）利益

24年3月期
経常（税引前）利益

コード 銘柄略称 業種
株価

2/14終値
（円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

先週の話題レポート 

ポジティブサプライズ発表銘柄に注目 

先週の話題レポ

ート 

「23 年4-12 月期実績及び通期修正計画が市場予想を上回った銘柄」（東海東京調査センター） 

 

出所：QUICKより東海東京調査センター作成 

東証プライム3月本決算企業、時価総額5,000億円以上を対象 

計画は会社計画、事前QCはQUICKコンセンサス（アナリスト予想の平均、12月末時点） 

上振れ率は実績及び24/3期最新計画と事前QCとの比較 

24/3期上振れ率の大きい順 
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2 月 16日時点の2市場信用残高は、買い残高が108億円減

の3兆9391億円、売り残高が813億円増の1兆215億円。買

い残高が5週間ぶりに減少、売り残高は3週連続の増加となっ

た。また、買い方の評価損益率は-6.91％から-5.57％、売り方

の評価損益率は+5.22％から+2.41％に。なお、信用倍率は4.20

倍から3.86倍。 

この週（2月13日－16日）の日経平均は前週末終値比1589.82

円高の38487.24円。NYダウ平均が史上最高値を更新、フィラ

デルフィア半導体株指数（SOX指数）も上昇するなか、連休明

け2月13日の日経平均は前日比1000円超の大幅高に。この日

の夜に発表された 1 月米消費者物価指数（CPI）が市場予想を

上回ったことから米国の早期利下げ観測が後退し、米 10 年債

利回りは4.3％台まで上昇。為替は1ドル＝150円台と円安ド

ル高が加速したことも株高材料となり、日経平均は上昇基調を

継続。16 日にはプライム市場の 8 割超が上昇する全面高のな

か、日経平均は一時、1989年12月につけた終値ベースの日経

平均史上最高値38915.87円（取引時間ベースでは38957.44円）

まであと50円ほどに迫る38865.06円まで上昇した。 

個別では、しまむら<8227>の信用倍率は前週から一段と売り

長の需給状況に。2月決算であるため、ノーリスクで優待権利

取りを狙ったヘッジ対応の新規売りが積み上がった格好であ

ろう。アシックス<7936>の信用倍率は 0.88 倍となり、前週か

ら一気に売り長の需給状況となった。9 日に発表した 2023 年

12月期決算および、150億円を上限とする自社株買いの発表が

材料視されるなか、13 日にはストップ高を付けた。その後も

強い上昇が継続し、買い方の利益確定の売りが大きく進んだ一

方で、新規売りが積み上がった。また、栗田工<6370>も9日に

発表した2024年3月期第3四半期決算が材料視されるなか、

買い方の利食いに対し、新規売りが積み上がった格好である。
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コード 市場 銘柄
2/22終値

（円）
信用買残
（2/16：株）

信用売残
（2/16：株）

信用倍率
（2/16：倍）

信用買残
（2/9：株）

信用売残
（2/9：株）

信用倍率
（2/9：倍）

8227 東証プライム しまむら 8,223.0 38,300 753,000 0.05 48,900 60,700 0.81

7936 東証プライム アシックス 6,276.0 230,100 262,700 0.88 736,400 99,800 7.38

6370 東証プライム 栗田工 5,915.0 133,400 265,200 0.50 183,100 67,400 2.72

1301 東証プライム 極洋 3,550.0 867,500 1,140,000 0.76 22,300 8,500 2.62

4485 東証グロース ＪＴＯＷＥＲ 4,660.0 598,600 544,200 1.10 759,400 214,600 3.54

8316 東証プライム 三井住友 8,071.0 5,943,800 695,200 8.55 7,436,000 336,800 22.08

7342 東証グロース ウェルスナビ 2,159.0 2,852,400 991,700 2.88 3,861,900 555,800 6.95

8750 東証プライム 第一生命 3,373.0 1,245,300 560,300 2.22 1,502,300 282,800 5.31

6861 東証プライム キーエンス 69,550.0 153,000 128,200 1.19 279,400 101,000 2.77

2742 東証プライム ハローズ 4,350.0 42,800 376,200 0.11 32,300 133,600 0.24

7516 東証プライム コーナン商事 3,940.0 354,800 1,070,800 0.33 312,400 451,100 0.69

7741 東証プライム ＨＯＹＡ 18,925.0 99,000 62,300 1.59 157,400 50,900 3.09

2659 東証プライム サンエー 4,545.0 94,800 772,200 0.12 83,200 356,700 0.23

8031 東証プライム 三井物 6,497.0 1,108,600 626,700 1.77 1,617,500 485,800 3.33

5803 東証プライム フジクラ 1,792.0 2,665,900 845,500 3.15 3,460,400 584,300 5.92

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

史上最高値接近のなかで売り残が 1 兆円台に 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：南ア通貨ランドに先安観 

南アフリカで今年 5 月にも行われる総選挙で、政権与党の

アフリカ民族会議（ANC）の苦戦が予想されています。同国の

ラマポーザ大統領は先の議会演説で過去 30 年間の功績を強

調しましたが、反応は限定的です。通貨ランドの値動きは政局

リスクが意識されそうです。 

 

景気減速懸念が深まるなか、2月21日に南ア政府が発表し

た 2024 年度の政府予算は、インフラ整備を中心とした経済の

テコ入れが柱。ラマポーザ氏はその 2 週間前に演説し、公共

サービスの低下や電力不足に対する国民の不満に理解を示

しました。ただ、腐敗した前政権の影響が今も続いているとし

ただけでした。今回の政府予算は法人税による財政改革を前

面に押し出したものの、効果は未知数です。 

 

そうしたなか、ラマポーザ政権は任期満了に伴う総選挙を 5

月 29 日に実施すると明言。1994 年に人種隔離政策（アパルト

ヘイト）が撤廃されて以降、ANC は 30 年間にわたり国民政党

として君臨してきましたが、ズマ前大統領時代の汚職で有権

者の信頼を徐々に失いつつあります。世論調査では支持率が

40％台に低下し、次期総選挙では初めて得票率50％を割り込

むとの見方が強まっています。 

 

南アの昨年7-9 月期国内総生産（GDP）は前年比で 10 四半

期ぶりにマイナスに落ち込みました。国営電力会社エスコム

の計画停電による電力不足が経済活動を弱めていることが背

景にあります。インフレは沈静化に向かっているものの、前年

比で5％台と高止まり、消費は低迷。新興国のなかで同国はコ

ロナ禍からの回復が最も遅れ、そうした不満も支持の低下に

つながっているようです。 

 

通貨も対ドルで弱含み、1 ドル＝19 ランド付近と最安値圏で

推移。交易関係の強い中国の経済は回復度合いを弱めてお

り、ランドへの買いは入りづらい状況です。米連邦準備制度理

事会（FRB)の早期利下げ観測の後退で、ドル高がランドの下

押し圧力を強めています。総選挙で与党ANCが過半数を下回

れば他党との連立が想定され、政治情勢の不安定化への警

戒感から節目の 20 ランドを下抜ける可能性もあります。 

 

 アフリカ大陸では今年、20 カ国以上で選挙が予定され、これ

までコンゴやコモロで現職大統領が再選を決めています。た

だ、直近ではガーナやエチオピアが債務不履行（デフォルト）

に陥るなど経済の混乱は鮮明で、選挙をきっかけに社会不安

につながりかねません。南アの情勢調査の信憑性は高いと

は言えないものの、ANC が信任を失えば、アフリカの混迷を

象徴しそうです。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 



 

株式会社フィスコ 1 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 557 Weekly 
2024 02 26 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 資料編 
今週のＭａｒｋｅｔ Ｄａｔａ 

 

1 スケジュール 経済カレンダー  2-4 

  決算カレンダー  5 

     

2 レーティング 格上げ・買い推奨  6 

  格下げ・売り推奨  7 

     

3 投資主体別売買動向 総括コメント  8 

  市場別データ  9 

     

4 新規上場銘柄 結果とスケジュール  10-11 

     

5 一目均衡表雲抜け銘柄 雲上抜け銘柄（プライム） 12 

  雲下抜け銘柄（プライム） 13 

     

     

    

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週のマーケットデータ



 

株式会社フィスコ 2 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 557 Weekly 
2024 02 26 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 1 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

2月26日～3月1日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

2月26日 月 08:50 企業向けサービス価格指数(1月)

20:00 ブ・FGV建設コスト(2月)

20:25 ブ・週次景気動向調査

24:00 米・新築住宅販売件数(1月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

米・アマゾンがダウ工業株30種平均に採用

欧・欧州連合（EU）外相理事会(29日まで)

UAE・世界貿易機関(WTO)閣僚会議(29日まで)

中・全国人民代表大会(全人代、国会に相当)常務委員会会議(27日まで)

韓・「バリューアップ」プログラムの詳細公表

米・2年債、5年債入札

2月27日 火 08:30 消費者物価コア指数(1月)

18:00 欧・ユーロ圏マネーサプライ(1月)

20:30 ブ・経常収支(1月)

20:30 ブ・海外直接投資(1月)

21:00 ブ・拡大消費者物価指数(IPCA-15)(2月)

22:30 米・耐久財受注(1月)

23:00 米・S&P/コアロジックCS20都市住宅価格指数(12月)

23:00 米・FHFA住宅価格指数(12月)

24:00 米・消費者信頼感指数(2月)

米・大統領選の民主・共和両党ミシガン州予備選

米・7年債入札

決算発表 イーベイ、クーパン

2月28日 水 09:30 豪・消費者物価指数(1月)

10:00 NZ・ニュージーランド準備銀行(中央銀行)が政策金利発表

10:10 国債買い入れオペ(残存5-10年、残存10-25年、残存25年超)(日本銀行)

14:00 景気一致指数(12月)

14:00 景気先行CI指数(12月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(2月)

19:00 欧・ユーロ圏景況感指数(2月)

20:00 ブ・FGVインフレIGPM(2月)

20:30 ブ・融資残高(1月)

20:30 ブ・ローン残高(1月)

20:30 ブ・個人ローン・デフォルト率(1月)

22:30 加・経常収支(10-12月)

22:30 米・卸売在庫(1月)

22:30 米・GDP改定値(10-12月)

Cocoliveが東証グロースに新規上場(公開価格:1780円)

光フードサービスが東証グロースに新規上場(公開価格:2660円)

香港・GDP(10-12月)

米・アトランタ連銀総裁が 座談会に参加

米・ボストン連銀総裁が座談会に参加

米・ニューヨーク連銀総裁が講演

ブ・G20財務相・中央銀行総裁会議(29日まで)

香港・証券先物委員会がシンポジウム開催

英・7年債入札

伊・5年債、10年債入札

独・15年債入札
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 2 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

2月26日～3月1日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

2月29日 木 08:50 鉱工業生産指数(1月)

08:50 小売売上高(1月)

08:50 百貨店・スーパー売上高(1月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

09:30 豪・小売売上高(1月)

10:30 高田日銀審議委員が滋賀県金融経済懇談会で講演、同記者会見

14:00 住宅着工件数(1月)

14:00 基調的なインフレ率を捕捉するための指標(日本銀行)

17:00 台湾・GDP(10-12月)

17:00 スイス・GDP(10-12月)

17:55 独・失業率(2月)

19:30 印・財政赤字(1月)

20:30 ブ・基礎的財政収支(1月)

20:30 ブ・純債務対GDP比(1月)

20:30 印・インフラ産業8業種生産高(1月)

21:00 ブ・全国失業率(1月)

21:00 印・年間GDP予想(2024年)

21:00 印・GDP速報値(10-12月)

21:00 南ア・貿易収支(1月)

22:00 独・消費者物価指数(2月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

22:30 米・個人所得(1月)

22:30 米・個人消費支出(1月)

22:30 米・個人消費支出(PCE)価格コア指数(1月)

22:30 加・GDP(10-12月)

23:45 米・MNIシカゴ購買部協会景気指数(2月)

24:00 米・中古住宅販売成約指数(1月)

大手損保4社の業務改善計画提出期限

米・アトランタ連銀総裁が座談会に参加

米・シカゴ連銀総裁がバーチャル形式のイベントに参加

米・クリーブランド連銀総裁が講演

3月1日 金 08:30 有効求人倍率(1月)

08:30 失業率(1月)

09:30 製造業PMI(2月)

10:30 中・製造業PMI(2月)

10:30 中・非製造業PMI(2月)

10:30 中・総合PMI(2月)

10:45 中・財新製造業PMI(2月)

14:00 消費者態度指数(2月)

14:00 印・製造業PMI(2月)

18:00 欧・ユーロ圏製造業PMI(2月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者物価コア指数(2月)

19:00 欧・ユーロ圏失業率(1月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

21:00 ブ・GDP(10-12月)

22:00 ブ・製造業PMI(2月)

23:45 米・製造業PMI(2月)

24:00 米・ISM製造業景況指数(2月)

24:00 米・建設支出(1月)

24:00 米・ミシガン大学消費者マインド指数(2月)

米・自動車販売(2月、2日までに)

米・つなぎ予算一部失効期限

米・アトランタ連銀総裁が講演

米・サンフランシスコ連銀総裁がパネル討論会に出席



 

株式会社フィスコ 4 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 557 Weekly 
2024 02 26 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 スケジュール 

日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（日）1 月全国消費者物価コア指数 

27 日（火）午前8 時30 分発表予定 

 

（予想は、＋1.8％） 参考となる12月実績は前年比＋2.3％にとどまり、2022年6月以来の低い伸び率となった。エネルギー

価格の下落幅が拡大したことなどが要因。1 月についてはエネルギー価格の下げ止まりや円安の影響などで伸び率は12 月実績

に近い水準となる可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）2 月CB 消費者信頼感指数 

27 日（火）日本時間28 日午前0 時発表予定 

 

（予想は、114.8） 参考となる1月実績は114.8で12月実績を大幅に上回った。インフレ率の鈍化、今後の金利低下への期待、

良好な雇用情勢を反映したようだ。2月については金利低下への期待が持続しており、1月実績に近い水準となる可能性がある。

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）10-12 月期国内総生産（GDP）改定値 

28 日（水）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前期比年率＋3.3％） 参考となる速報値は＋3.3％で市場予想を上回った。改定値では各項目の修正幅は小さいと予

想されており、成長率は速報値とほぼ同水準となる可能性が高い。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（米）1 月コア PCE 価格指数 

29 日（木）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋2.8％） 参考となる12 月実績は前年比＋2.9％にとどまった。インフレ鈍化の傾向は続いており、1 月に

ついてはサービス価格の伸び率が鈍化していることから、12月実績を若干下回る可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

2月27日 3329 東和フード スタンダード －

2月29日 3031 ラクーンＨＤ プライム －

4627 ナトコ スタンダード －

8068 菱洋エレク プライム －

3月1日 2590 ダイドーグループＨＤ プライム －

2593 伊藤園 プライム －

3816 大和コンピューター スタンダード －

4750 ダイサン スタンダード －

6267 ゼネラルパッカー スタンダード －

7865 ピープル スタンダード －

9627 アインＨＤ プライム －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 

Market Data 
 

決算カレンダー 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

2月19日 いちよし 6640 Ｉ・ＰＥＸ C→B格上げ 1500→1700

シティ 4768 大塚商会 2→1格上げ 6000→7200

大和 8086 ニプロ 3→2格上げ 1100→1400

2月20日 ＵＢＳ 2579 コカBJH NEUTRAL→BUY格上げ -

モルガン 3110 日東紡 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 4900→8000

2月21日 モルガン 3186 ネクステージ OVERWEIGHT新規 3200

7581 サイゼリヤ OVERWEIGHT新規 7000

7599 ＩＤＯＭ OVERWEIGHT新規 1500

野村 4004 レゾナックHD NEUTRAL→BUY格上げ 2500→4300

2月22日 ＳＭＢＣ日興 2782 セリア 3→2格上げ 2000→3100

いちよし 4092 日本化 B→A格上げ 2100→2900

9672 都競馬 A新規 6200

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

2月19日 ＳＭＢＣ日興 4506 住友ファーマ 2→3格下げ 500→350

いちよし 2585 ライフドリンクＣ A→B格下げ 5100

モルガン 9766 コナミＧ OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 9400→10000

大和 7575 日本ライフＬ 2→3格下げ 1100→1300

7974 任天堂 1→3格下げ 8200→8300

野村 1926 ライト工 BUY→NEUTRAL格下げ 2450→2050

2月20日 東海東京 7241 フタバ産 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 780→1100

2月21日 野村 7951 ヤマハ BUY→NEUTRAL格下げ 5400→3700

2月22日 ゴールドマン 6103 オークマ 買い→中立格下げ 7200

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

2月第2週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で2150億円と買い越しを継続した。現物とTOPIX先物は買い越

しを継続、225先物は売り越しに転じた。個人投資家は総合で2090億円と売り越しに転じた。 

そのほか、投信は1815 億円と買い越しに転じ、都地銀は396億円と売り越しを継続した。生・損保は186億円と売り越しを継

続し、事法は778億円と買い越しを継続し、信託は1712億円と売り越しを継続した。 

なお、自己は現物で買い越しを継続し、TOPIX先物と225先物は売り越しを継続し、総合で817億円と買い越しを継続した。こ

の週の裁定残は前週末比3740.86億円増（買い越し）とネットベースで1兆5830.84億円の買い越しとなった（買い越し幅増加）。

週間の騰落率は日経平均で4.31％の上昇だった。 

2 月第 2 週：外国人投資家は総合で買い越しを継続 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

24/01/09 3,003 ▲10,682 9,589 ▲1,165 1,300 ▲245 ▲1,000 ▲89

24/01/15 2,879 ▲2,066 3,894 ▲2,387 437 ▲7 ▲602 ▲1,825

24/01/22 ▲2,296 2,897 4,055 ▲1,482 601 22 ▲324 ▲3,655

24/01/29 709 503 1,775 ▲2,016 663 90 ▲380 ▲1,401

24/02/05 2,050 2,069 3,777 ▲2,789 1,639 ▲255 ▲723 ▲5,476

24/02/12 6,224 ▲2,780 2,638 ▲971 664 ▲183 ▲506 ▲4,524

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

24/01/09 ▲1,900 100 1,600 1,042 4 38 ▲32 ▲921

24/01/15 1,500 154 ▲900 453 7 56 ▲262 ▲1,030

24/01/22 8,457 49 ▲9,046 21 ▲11 2 ▲235 735

24/01/29 2,950 ▲189 ▲2,400 ▲179 ▲1 52 480 ▲720

24/02/05 ▲304 82 1,453 146 12 ▲10 42 ▲1,560

24/02/12 ▲3,697 415 1,271 1,035 3 ▲60 183 941

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

24/01/09 ▲300 ▲770 3,800 ▲1,360 ▲97 21 480 ▲1,310

24/01/15 ▲2,440 0 2,200 564 16 30 ▲370 ▲10

24/01/22 ▲321 245 522 291 90 48 ▲1,712 624

24/01/29 280 20 ▲2,700 842 ▲69 0 1,676 210

24/02/05 ▲172 ▲469 1,976 ▲887 ▲38 ▲28 ▲80 ▲501

24/02/12 ▲1,710 275 ▲1,759 1,751 111 57 ▲73 1,871

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

2/22終値

(円)

ＶＲＡＩＮ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 135A グロース 2/22 2,790～2,990 210,000 1,064,000 2,990 5,190 SMBC日興 5,810

事業内容：

Cocolive 137A グロース 2/28 1,720～1,780 150,000 557,500 1,780 - SMBC日興 -

事業内容：

光フードサービス 138A
グロース、名

ネクスト
2/28 2,400～2,660 320,000 48,000 2,660 - 東海東京 -

事業内容：

ＳＴＧ 5858 グロース 3/21 - 150,000 160,500 - - みずほ -

事業内容：

トライアルホールディングス 141A グロース 3/21 - 21,200,000 1,653,100 - -
大和、MUMSS、

モルガン、シティ
-

事業内容：

ジンジブ 142A グロース 3/22 - 200,000 150,000 - - SBI -

事業内容：

イシン 143A グロース 3/25 - 240,000 250,000 - - みずほ -

事業内容：

ソラコム 147A グロース 3/26 - 4,733,800 6,071,500 - - みずほ、大和 -

事業内容：

L is B 145A グロース 3/26 - 800,000 654,500 - - 野村 -

事業内容：

ハッチ・ワーク 148A グロース 3/26 - 161,900 141,400 - - SMBC日興 -

事業内容：

ＪＳＨ 150A グロース 3/26 - 850,000 0 - - SBI -

事業内容：

コロンビア・ワークス 146A スタンダード 3/27 - 833,400 80,100 - - 野村 -

事業内容：

ダイブ 151A グロース 3/27 - 365,000 250,000 - - SBI -

事業内容：

不動産開発事業を単一セグメントとする不動産開発、不動産賃貸管理、ホテル運営

地方創生事業（障がい者雇用支援サービス、観光物産サービス）、在宅医療事業（精神科訪問診療コンサルティング・訪問看護サービス）

リゾートバイトに特化した人材派遣・人材紹介事業、宿泊施設運営事業、情報システム事業

月極駐車場検索ポータルサイト「アットパーキング」、月極駐車場オンライン管理支援サービス「アットパーキングクラウド」の提供並びに貸し会議

室サービス「アットビジネスセンター」の運営

製造業向けＡＩソリューションの提供

不動産業界向けマーケティングオートメーションツール「KASIKA」の開発、顧客への提供その他関連する業務

マグネシウム及びアルミニウムダイカスト製品の製造・販売

小売、物流、金融・決済、リテールテックなど、各事業を中心とした企業グループの企画・管理・運営（純粋持株会社）

立呑み居酒屋を中心とした飲食店の展開

高卒就職採用支援サービス及び人財育成サービス

企業の自治体向けマーケティング支援事業、日系大手企業のグローバルオープンイノベーション支援事業、成長企業のブランディング及び採用
支援事業

フィードワーカー向けビジネスチャット「direct」を中心とした現場DXサービスの開発・提供

IoTプラットフォーム「SORACOM」の開発・提供

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

2/22終値

(円)

シンカ 149A グロース 3/27 - 467,000 153,000 - - SMBC日興 -

事業内容：

情報戦略テクノロジー 155A グロース 3/28 - 1,470,000 600,000 - - みずほ -

事業内容：

カウリス 153A グロース 3/28 - 380,000 1,210,700 - - SBI、大和 -

事業内容：

マテリアルグループ 156A グロース 3/29 - 50,000 4,837,100 - - 野村 -

事業内容： PR・デジタルを中心としたマーケティングコミュニケーション支援

法人向けクラウド型不正アクセス検知サービスの提供等

大手企業向けＤＸ内製支援サービス等

コミュニケーションプラットフォーム「カイクラ」の開発、販売及びその他関連する業務

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1726 Ｂｒ．ＨＤ 380 379 359.5 1803 清水建 903 902.5 832

1821 三住建設 427 391 401.5 1938 日リーテック 1273 1272 1112

2389 デジタルHD 1139 1058.75 1138 2502 アサヒ 5458 5362 4904

2531 宝ＨＬＤ 1217 1197.5 1159 2587 サントリーＢＦ 5130 4977.25 4875

2715 エレマテック 1815 1813.5 1596.5 3036 アルコニックス 1403 1391 1373

3038 神戸物産 3767 3741 3627.5 3176 三洋貿易 1340 1316.75 1229

3580 小松マテーレ 787 708.75 753 3835 ｅＢＡＳＥ 745 728.25 671

4043 トクヤマ 2351 2314.25 2099 4373 シンプレクスＨＤ 2600 2588 2352

4502 武田薬 4434 4425.25 4154 4569 杏林製薬 1782 1749 1761

4674 クレスコ 1993 1935.25 1873.5 4951 エステー 1551 1538.75 1546

5933 アルインコ 1048 1039.75 992 6073 アサンテ 1672 1669 1624

6258 平田機工 7930 7720 6442.5 6387 サムコ 5440 5305 4835

6457 グローリー 2931 2926 2614.5 6674 ＧＳユアサ 2744 2655.75 2462

6723 ルネサス 2548 2457.5 2032 7187 Ｊリース 2633 2185.5 2548

7508 ＧセブンＨＤ 1455 1300.5 1422.5 7609 ダイトロン 2931 2903.75 2618.5

7637 白銅 2617 2386.5 2477 7888 三光合成 655 643.75 562.5

8550 栃木銀 310 288.25 299 8551 北日本銀 2147 2110.5 2000.5

9025 鴻池運輸 1800 1795.25 1680.5 9622 スペース 1015 997.5 969

9824 泉州電業 3840 3696.25 3325

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2681 ゲオＨＤ 1962 2184.5 2125 3697 ＳＨＩＦＴ 26005 28830 26255

4722 フューチャー 1643 1659.25 1673 4958 長谷川香 3120 3245.5 3190

6078 バリューＨＲ 1340 1364.75 1457 6727 ワコム 626 631 684.5

7522 ワタミ 1021 1028.25 1026 8217 オークワ 848 860.5 887

8276 平和堂 2038 2282.25 2158 9064 ヤマトＨＤ 2351 2556.75 2379

9449 GMO 2476 2562.75 2605.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

府 中 支 店

岡山営業所

本店営業部

海田営業所

三 原 支 店

呉 支 店

竹 原 支 店

尾 道 支 店

因 島 支 店

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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